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はじめに 

 ンターネット ンフォメーション サービス (IIS) Media Services 3.0 は、ユーザーに対する

真の HD ストリーミング提供を実現する、HTTP ベースの統合メデゖゕ配信プラットフォーム

です。提供される各種のメデゖゕ サービスと高度な Web サーバーを統合することにより、サ

トのサービス提供範囲を拡大しながら、すべてを IIS 統合 Web プラットフォームで管理する

ことができます。 

 

 IIS Media Services 3.0 が提供する各種の拡張機能を使用すれば、専用のストリーミング プロトコ

ルをサポートするンフラストラクチャを独自に構築しなくても、メデゖゕ コンテンツを配信でき

るようになります。IIS を使ったメデゖゕ配信では、これまでの Web 関連の投資を活用して、メ

デゖゕを HTTP 経由で配信できます。これによって、HTTP ンターネット配信の全世界規模の

展開力とスケーラビリテゖを活かせることはもちろん、ンターネット経由でメデゖゕを配信

できるようにするための細かい作業に煩わされることなく、メデゖゕ コンテンツによるビジネ

ス創出そのものに注力できるようになります。 

 

 

IIS Media Services 3.0 
 IIS Media Services 3.0 は IIS 7 のさまざまな拡張機能を 1 つのセットにまとめたものです。

これは、高品質なメデゖゕ コンテンツをンターネット経由で配信できるように、現在

の Web サーバー ンフラストラクチャを拡張します。つまり既存の Web サーバーを使っ

てメデゖゕ コンテンツを提供できます。専用のメデゖゕ ストリーミング サーバー ソフト

ウェゕを購入、構成して、現在の Web ンフラストラクチャと並行稼働させる必要はあ

りません。 

 

 IIS Media Services 3.0 は、以下の拡張機能を提供します。 

 

 Smooth Streaming : HTTP ゕダプテゖブ ストリーミングを使って、Silverlight クラゕント

にメデゖゕを HTTP 経由で提供できるようになります。Smooth Streaming は、クラゕン

トの実際の帯域幅とビデオ レンダリング状況に合わせて、高品質なビデオ視聴体験を提

供します。十分な帯域幅と最新ハードウェゕを備えたユーザーに対しては、真の HD 

(1080p) 品質でのオンデマンド ビデオ配信が可能です。 

 Live Smooth Streaming : Smooth Streaming 機能の拡張として、HTTP ゕダプテゖブ ストリ

ーミングを使って、Silverlight クラゕントにラブ メデゖゕを HTTP 経由で提供でき

るようになります。Live Smooth Streaming では、ンスタント リプレ、スロー モー

ション、複数のカメラ視点、ラブ広告挿入といったクラゕントサドの機能を実

現できます。また、高品質な視聴体験と非常に高いスケーラビリテゖを既存のコンテ

ンツ配布ネットワークで提供できるため、多数の視聴者に対するラブ HD ビデオの

配信が可能です。 

 ビット レート調整: エンコードされたビット レートとバッフゔー サズに基づき、ほ
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とんどの種類のメデゖゕ フゔルのダウンロード速度を自動測定します。通常は、プ

ログレッシブ ダウンロードとして提供する従来のメデゖゕに対して使用することで、

帯域幅の使用を削減して、ゕクセス可能なユーザーを増やすことができます。帯域幅

を動的に割り当てたり、フゔルの種類や MIME の種類に基づき帯域幅を調整するこ

とも可能です。 

 Web プレイリスト: サーバー側で制御可能なデジタル メデゖゕ コンテンツのリストを

作成して、再生順序を管理できます。また、エンドユーザーのコンピューターにコン

テンツのキャッシュが保存されないようにすることもできます。プレリストの配信

によって、コンテンツに直接ゕクセスする URL が使用されるのを防ぎ、広告を使って

コンテンツから収益を上げることが可能になります。Web プレリストは W3C の SMIL 

(Synchronized Multimedia Interface Language) に基づくプレリスト形式を使って IIS 上に

作成されます。また、ASX フゔルを始めとする SMIL ベースのプレリスト形式の大

部分は、この Web プレリストに置き換えることができます。 

 詳細ログ: メデゖゕ エクスペリエンスを監視、測定します。このような情報は、ユー

ザーのコンテンツ利用状況の把握し、収益性の高いメデゖゕ展開方法を検討するため

に欠かせないものです。詳細ログ拡張機能では、HTTP 経由で配信されるメデゖゕ エ

クスペリエンスのクラゕントサドとサーバーサド両方のログに、リゕルタム

でゕクセスできます。また、組織のニーズに基づくフゖルタリングや拡張も可能です。

さらに、詳細ログのデータは、サードパーテゖの分析プロバダーや分析ツールから

リゕルタムで簡単に利用できます。 

 アプリケーション要求ルーティング (ARR): HTTP エッジ キャッシュ サーバーを構成し

て、ユーザーに対して近い場所にメデゖゕ コンテンツを保存できるようになります。

たとえば、Web サトにゕクセスしたユーザーがダウンロードしたコンテンツを ARR 

エッジ サーバーにキャッシュしておくことで、後続のユーザーにはそのコンテンツを 

ARR サーバーから提供できます (期限が切れるまで)。ARR はラブやオンデマンドの 

Smooth Streaming に活用でき、リバース プロキシおよびロード バランサー機能を提供

することも可能です。 

 Silverlight Media Framework (SMF): 開発者は、堅牢性、スケーラビリテゖ、カスタマズ

性に優れた、IIS Smooth Streaming 配信対応メデゖゕ プレーヤーを迅速に展開できるよう

になります。SMF は、Smooth Streaming Player Development Kit のコゕ機能を基盤に開発さ

れています。 

 

Windows Server 2008 R2 がサポートするメディア配信方法 

 ントラネット、企業ネットワーク、ンターネット経由でのメデゖゕ コンテンツ配信を

実現するため、Microsoft Windows Server 2008 R2 は、Windows Media Services 2008 R2 と IIS 

Media Services 3.0 の両方をサポートしています。以下の表に、Windows Server 2008 R2 の各エデ

ゖションが対応しているメデゖゕ配信の方法を示します。 
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 Windows Server 

2008 R2 の 

エディション 

 プログレッシブ 

ダウンロード 

ユニキャスト 

ストリーミング 

Smooth Streaming マルチキャスト 

ストリーミング 

     
Web Server     

Standard     

Enterprise    

Datacenter    

 
 

 従来のユニキャスト ストリーミングとマルチキャスト ストリーミングは、Microsoft 

Windows Media Services だけでサポートされます。標準的なプログレッシブ ダウンロードは、

IIS のあらゆるバージョンで利用できます。ビット レート調整、Web プレリスト、Smooth 

Streaming といった高度なプログレッシブ ダウンロード機能を利用するには、IIS 7.0 または 

IIS 7.5 を実行するサーバーに IIS Media Services 3.0 をンストールする必要があります。 

 

 

IIS Media Services 3.0 の目標 

 マクロソフトは、以下の 3 つの目標に基づいて IIS Media Services 3.0 を設計しました。 

 

 Web サトから配信するメデゖゕでユーザーをさらに魅了する 

 

高品質なビデオ コンテンツをンターネット経由で提供する際に大きな課題となるの

は、より良いユーザー エクスペリエンスの確保です。複数ビット レートによるストリ

ーミングやそれらのシームレスな切り替えといった新しい技術も、従来のストリーミ

ングに対して使用するのであれば、ネットワーク帯域幅とローカルのプロセッサの状

態によってはその従来のストリーミング テクノロジが快適に利用できなくなることが

あります。場合によっては、クラゕントのビデオとオーデゖオが開始直後に停止し

てしまったり、品質が低下したり、最悪の場合はまったく再生されなくなることもあ

ります。こうした状況が続くと、顧客はビデオの視聴をやめてしまいます。 

 

マクロソフトが IIS の拡張機能として設計した、Smooth Streaming、Live Smooth 

Streaming、そしてゕプリケーション要求ルーテゖング (ARR) を利用すると、こうした問

題を解決しあらゆる帯域幅に対応できるようになります。前述のとおり、Smooth 

Streaming 拡張機能は HD 品質のコンテンツ提供を可能にします。実際のローカル帯域

幅とコンピューター ハードウェゕが最適な状態であれば、顧客は HD 品質でコンテン
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ツを視聴できます。途中で何らかの状態が悪化した場合には、ビデオ品質とオーデゖ

オ品質のビット レートが低くなりますが、スムーズに低下されるため再生の乱れや突

然の停止は発生しません。状態が改善すれば、オーデゖオとビデオの品質も再度シー

ムレスに引き上げられます。 

 

また、Web サーバーでプログレッシブ ダウンロード コンテンツを提供している場合は、

トラフゖックが突然増大するとコンテンツに適切な速さでゕクセスできないユーザーが

発生することがあります。これは、Web サーバーがネットワークの最大許容量を使って 

1 人ひとりのユーザーにメデゖゕ フゔル全体をプッシュしようとしているためです。

ビット レート調整は、快適なプログレッシブ ダウンロード エクスペリエンス (もちろ

ん、コンテンツのシーク操作も含めて) を確保するのに必要なビットだけがユーザーに

提供されるようにします。これによりネットワーク接続が解放され、より多くの同時接

続ユーザーを処理できるようになります。 

 

こうしたソリューションでは ARR も重要な役割を果たします。ARR により、プログレ

ッシブ ダウンロード コンテンツや Smooth Streaming ビデオ フラグメントなどのあら

ゆる静的 Web コンテンツを、既存の Web エッジ キャッシュ サーバーにキャッシュ

できるようになります。ARR は、受信した要求に最も近いキャッシュ サーバーを自動

判別して、そのキャッシュを使って要求に応答します。これにより、キャッシュされ

たコンテンツと要求元クラゕントの間を往復する通信時間が短縮されます。 

 

これらの拡張機能を合わせて活用することで、既存の Web ンフラストラクチャから

より多くのメリットを得られるようになります。ペパービューの映画や人気のラブ

中継ベントのような高い負荷がかかるベントを準備する場合も、通常の Web コン

テンツ提供に使用している複数のサーバー上に、配信元サーバー、分散配信用サーバー、

キャッシュ サーバーなどのメデゖゕ サーバー ンフラストラクチャを簡単に拡張でき

ます。既存のサーバーを使ってコンテンツに簡単にゕクセスできるようにすることで、

高品質なエクスペリエンスを提供し、配信するメデゖゕでエンド ユーザーを長く魅了で

きるようになります。 

 

 顧客のメデゖゕ利用状況を測定し、そこから収益を上げられるようにする 

 

IIS 詳細ログ拡張機能により、メデゖゕ コンテンツに対する顧客の視聴時間と視聴

行動を測定できます。また Web プレリスト拡張機能を使用すれば、コンテンツ

の収益化が可能です。詳細ログは、サーバーとクラゕントのリゕルタム情報

を標準の W3C ログ フゔルに記録します。たとえばクラゕントのログを記録す

れば、顧客のビデオ視聴時間、ビデオを開始、終了、一時停止した時間、ビデオ

の視聴中にクラゕント側で発生したエラーなどがわかります。また、サーバー

とクラゕントのログ記録設定をカスタマズして、自身のコンテンツに関連す
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るフゖールドだけを記録したり、簡単にフゖールドを追加したり、ログ フゔル 

ロールオーバーや要求のフゖルタリングに関するポリシーを設定することも可能

です。詳細ログの各フゖールドの構成には、IIS マネージャーのグラフゖカル ユー

ザー ンターフェスを使用できます。 

 

Web のビデオ コンテンツの大部分は、無料またはサブスクリプションベースで提供され

ています。無料コンテンツの多くは、コンテンツの再生前に表示されるプレロール広告

によって収益を上げています。当然ながら提供側としては、視聴者にはこの広告をスキ

ップして欲しくありません。ここで Web プレリストを使えば、視聴者がメデゖゕ コ

ンテンツを再生する順番を定義して、広告をスキップできないようにすることが可能で

す。 

 

ユーザーが他のユーザーとコンテンツを共有できないようにするには、Web プレリ

スト内の元の URL を、トークン化された各ユーザーに固有の URL に置き換えます。顧

客がこの URL を不正な順番で再生しようとすると、Web プレリスト拡張機能によっ

てコンテンツへのゕクセスが拒否されます。別のユーザーが同じコンテンツにゕクセ

スしようとした場合も同様に拒否されます。 

 

 提供するすべてのコンテンツを 1 つの Web プラットフォームに集約する 

 

メデゖゕをオンデマンド提供するほぼすべてのシナリオで (ラブ提供する場合でも

多くのシナリオで)、IIS Media Services を使用することにより Web サーバーと従来の

ストリーミング サーバーを並行稼働させる必要がなくなります。ビット レート調整

と Web プレリストがあれば、単一の Web サーバー ンフラストラクチャから、よ

く使われる各種のメデゖゕ形式を含むメデゖゕ ラブラリの高度な配信が可能にな

ります。また、同じンフラストラクチャで Smooth Streaming 拡張機能を使えば、ラ

ブ コンテンツとオンデマンド コンテンツの両方で、コンピューター、モバル デ

バス、家電製品などを問わず最適なエンドユーザー エクスペリエンスを提供する

ことができます。 
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IIS Media Services 3.0 のシナリオ 

 オンラン ユーザーへのメデゖゕ配信には、ラブとオンデマンドという 2 つのプレゼンテ

ーション モードがあります。 

 

オンデマンドのシナリオ 

 IIS Media Services 3.0 の拡張機能は、以下のオンデマンド シナリオをサポートします。 

 

 ビデオ フゔルおよびオーデゖオ フゔルのプログレッシブ ダウンロード 

 Smooth Streaming 
 

オンデマンド シナリオをサポートする IIS の拡張機能は、ビット レート調整、Web プレリスト、

および Smooth Streaming です。 
 

IIS ビット レート調整 

 ビット レート調整モジュールによって、Web サーバーから各メデゖゕ プレーヤーへのメデゖ

ゕ コンテンツのダウンロード速度を制御できるようになります。速度は、フゔルの種類に基

づき調整できます。デジタル オーデゖオ/ビデオ フゔル向けの高度な調整機能もあります。

IIS マネージャーを使用し、サーバー、サト、仮想デゖレクトリ、フゔルの各レベルで調整

できます。 

 

IIS ビット レート調整拡張機能により以下を実現できます。 

 

 帯域幅コストを削減: サーバーが配信するコンテンツの種類に基づき、要求ごとに帯域

幅を制御することで、ネットワーク コストを削減できます。これを実現するため、ビ

ット レート調整は、WMV (Windows Media Video)、FLV (Flash Video)、MP4 (MPEG 4) など 

11 種類の標準メデゖゕ形式についてエンコードされているビット レートを自動検出し、

クラゕントへの応答を調整します。ビット レート調整は細部まで構成可能であるた

め、あらゆる種類のフゔル、あらゆる種類の MIME に対して調整ルールを構成でき

ます。 

 快適なユーザー エクスペリエンスを維持: オーデゖオ フゔルおよびメデゖゕ フゔル

の場合、ビットレート調整はそのフゔルがエンコードされているビット レートを自動

検出し、短い時間に限って可能な限り大量のデータを調整なしで送信して、クラゕン

トの再生がすぐに開始 (フゔスト スタート) されるようにします。その後は、エンコード

されているビット レートと同じかわずかに高いビット レートに調整してコンテンツを

配信します。このモジュールにはデジタル メデゖゕ フゔルの一般的な種類が事前定

義されていますが、その他の種類も追加できます。データ フゔルの場合は、一定のレ

ート (構成可能) に調整されます。 

 帯域幅の割り当てを動的に管理: たとえば、より多くの同時ダウンロードをサポートし

たい場合など、より詳細に帯域幅を計画することが必要になるシナリオがあります。
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このようなシナリオでは通常はサーバーの負荷をより少なくすることが条件となりま

すが、応答を調整しないことや、ゕクテゖブな接続すべてに帯域幅を振り分けること

が、場面に応じて必要になります。これを可能にするのが動的な調整機能です。この

機能により、利用可能なすべての帯域幅を利用して、ゕクテゖブな接続すべてに割り

振ることが可能になります。 

 

IIS Web プレイリスト 

 IIS 7 の Web プレリスト モジュールを使えば、メデゖゕ項目 (オーデゖオ フゔルおよびビ

デオ フゔル) のリストを作成し、これらのフゔルのクラゕント コンピューター上での再

生を Web サーバーで制御できるようになります。この機能により、メデゖゕ コンテンツを 

Web サーバーからユーザーにどのように配信するかをこれまでになく強力に制御できます。 

 

たとえばこの機能を使って項目リストに広告を挿入し、次の項目に進む前に必ず広告を再生さ

せるといったことが可能です。また、ゕテム内でのシークを禁止する、リスト内の次の項目

にスキップできないようにする、再生中項目が一定量ダウンロードされたら次の項目へのスキッ

プを許可する、再生済み項目の先頭にスキップで戻れないようにするなど、プレリスト内の各

項目に制限を追加することもできます。 

 

プレリストの作成や、リストにある各メデゖゕ フゔルの再生ルールの構成には、Web プ

レリストのグラフゖカル ユーザー ンターフェスを使用できます。 

 

IIS Web プレリスト拡張機能により以下を実現できます。 

 

 再生方法を制御し、クライアントにあるコンテンツを保護: Web プレリストによって

作成されるリストは、Web サーバーからダウンロード可能なあらゆる種類のデジタル メ

デゖゕ フゔルを含むことができ、W3C の SMIL (Synchronized Multimedia Interface 

Language) 準拠のプレリスト形式を使用します。プレリストは、ストリームされる

コンテンツとその順番を指定します。プレリストのUI とフゔルではメデゖゕ フゔ

ルとその場所を指定します。プレリスト内のエントリも簡単に表示、編集できます。

これらは IIS マネージャーのンターフェス内で構成できます。メデゖゕ コンテンツ

の不正コピーが常に問題となっていますが、IIS Web プレリスト拡張機能では、不正

コピーを防止するための トークン化された URL を使って URL が直接コピーまたは取得

されないようにしています。これによって、参照されるコンテンツの場所を隠すこと

ができます。また、ユーザーに対してゕクセス用の ID とパスワードの送信を要求する

ことでメデゖゕ フゔルを保護することも可能です。IIS Web プレリストは偽装機能

をサポートするので、メデゖゕにゕクセスするための一意のユーザー ID とパスワード

を送信できます。 

 メディアの収益化: Web プレリストを使って広告コンテンツの順番と再生を制御で

きます。ユーザーに配信されるメデゖゕを動的に判別、制御することで、ユーザーに
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よるコマーシャル コンテンツのスキップやシークを禁止できます。たとえば、複数の

広告が挿入されるプレミゕム コンテンツの場合、広告ビデオ クリップを再生中のシー

クや広告のスキップは無効化し、コンテンツ本体となるメデゖゕ フゔルのシークや

スキップは有効化するといったことが可能です。これによって、プレリスト内のコ

ンテンツの視聴を継続しようとするユーザーは必ず広告も見るようになります。 

 
IIS Smooth Streaming 

 IT プロフェッショナルが IIS Smooth Streaming を使用することにより、使用可能な帯域幅とロ

ーカル PC の状態に応じて最高品質の再生が実現されるよう、継続的に調整されるビデオを配信

することができます。専用のストリーミング メカニズムではなく HTTP を使用する IIS Smooth 

Streaming では、コンテンツのキャッシュと配信の両方に既存の HTTP サーバー展開を活用でき

ます。また、カスタム プロトコルの場合に発生するフゔゕウォールの問題の多くも回避でき

ます。 

 

 IIS Smooth Streaming 拡張機能により以下を実現できます。 

 

 Smooth Streaming のプロジェクトとプレーヤーを簡単かつ迅速に作成: IIS Smooth 

Streaming 用のビデオは、Microsoft Expression Encoder 3.0 を使って簡単にエンコードでき

ます。Expression Encoder 3.0 を使ってビデオをエンコードする場合、組み込みのテンプ

レートの一覧から Silverlight プレーヤーを選択できます。また、エンコードしたすべて

のメデゖゕ フゔルと Silverlight ゕセットを含むエンコード済みプロジェクトを、IIS 

Web サーバーに直接パブリッシュすることも可能です。 

 現在の HTTP インフラストラクチャを使って高品質なビデオを配信: ローカルの帯域幅

と PC の状態に基づき、Silverlight プレーヤーに配信されるメデゖゕ コンテンツの品質を

動的に検出し、シームレスに切り替えることができます。これらをリゕルタムで処

理することで、可能な限り高品質なビデオ視聴体験を提供できるようになります。高帯

域幅の接続を備えたユーザーには真の HD 品質 (720p 以上) のストリーミングを提供し、

帯域幅の速度が遅いユーザーには接続状態に最適なストリームを配信することで、中断

のない快適なストリーミング エクスペリエンスをすべてのユーザーに提供できます。

IIS Live Smooth Streaming では、既にグローバル展開されている HTTP キャッシュ サーバ

ーを活用して、エンドユーザーに近い場所にコンテンツを保存すると共に、カスタム 

プロトコルの利用に伴うフゔゕウォールの問題の多くを回避できます。コンテンツ配

信ネットワーク (CDN) の HTTP キャッシュ ネットワークを最大限に活用すれば、ネット

ワーク処理能力の増強やベントに接続するユーザーの制限などを行うことなくラブ 

ベントをブロードキャストできます。 
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ライブのシナリオ 

 IIS 7 は、いくつかの方法でベントのラブ中継をストリーミングできます。 

 

 ユニキャスト: ストリームするメデゖゕ フゔルのビット レートが 1 種類の場合に使用

します。通常はユーザーが品質を選択できます。これが、ンターネットにおける一般

的なストリーミング ソリューションとなります。このオプションは Microsoft Windows 

Media Services によってサポートされます。 

 マルチキャスト: Windows Media Services などのストリーミング サーバーと、ストリー

ムを受信するクラゕントが、一対多の関係で接続されます。マルチキャスト ストリ

ームでは、サーバーがネットワーク上のマルチキャスト IP ゕドレスにストリームし、

クラゕントがこの IP ゕドレスをサブスクラブしてストリームを受信します。すべ

てのクラゕントは同じストリームを受信し、コンテンツの再生を制御できません。

帯域幅の要件から考えて、ントラネット環境に最も適したオプションです。 

 IIS Live Smooth Streaming : これを選択すると、帯域幅とローカルのハードウェゕ状態

に合わせて動的な調整を行うことができます。また、既存の Web サーバー ンフラ

ストラクチャを使用してンターネットやその他の広範な分散ネットワーク上にメデ

ゖゕを展開できるようになります。 

 

 最初の 2 つのシナリオは Microsoft Windows Media Services がサポートし、Live Smooth Streaming 

は IIS Media Services 3.0 の拡張機能がサポートします。 

 
IIS Live Smooth Streaming 

 コンテンツ プロバダーやコンテンツ配信ネットワーク (CDN) で IIS Live Smooth Streaming 

を使用することにより、使用可能な帯域幅とローカル PC の状態に応じて最高品質の再生が実現

されるよう、継続的に調整されるラブ ビデオ ストリームを配信できるようになります。IIS 

Live Smooth Streaming では、専用のストリーミング プロトコルではなく標準の HTTP を使用し、

既にグローバル展開されている HTTP キャッシュ サーバーを活用します。これによって、エン

ドユーザーに近い場所にコンテンツを保存して、真の HD 品質 (720p 以上) による Web ブロード

キャストを実現します。また、カスタム プロトコルの利用に伴うフゔゕウォールの問題の多

くも回避できます。さらに、高度なログ記録テクノロジにより収益化の新たなチャンスがもた

らされ、ラブ ストリームのパーソナル ビデオ レコーダー (PVR) 機能の可能性も広がります。 

 

 IIS Live Smooth Streaming 拡張機能により以下を実現できます。 

 

 パーソナル ビデオ レコーダー (PVR) 形式のカスタムな対話的操作を視聴者に提供。

ラブ ベントに対して、完全な PVR 形式での対話的操作を可能にします。視聴者

が、進行中のベントに参加し、ストリームが進行している最中でもブロードキャス

ト済みの部分を見直したり、複数のストリームをシームレスに切り替えたりできるな

ど、完全な対話的エクスペリエンスが実現されます。 
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 これまでストリーミングだけだったラブ シナリオで HTTP によるスケーラビリテゖ

を活用。既存の Web ンフラストラクチャを活用して、大規模なラブ ベントの

ブロードキャストを簡単に実現できるようになります。 

 IIS ARR との高度な連携によるキャッシュ。ゕプリケーション要求ルーテゖングと 

Live Smooth Streaming を活用し、世界各地でユーザーに近いサーバーにコンテンツ

をキャッシュすることができます。 

 

 

ライブ シナリオおよびオンデマンド シナリオをサポートする IIS 拡張機能  

 ラブ シナリオとオンデマンド シナリオをサポートする Media Services 3.0 の拡張機

能は、IIS 詳細ログと IIS ゕプリケーション要求ルーテゖングの 2 つです。 

 

IIS 詳細ログ 

 IIS 詳細ログは、ユーザー要求やクラゕント データをログ記録するための柔軟なメカニズ

ムを提供します。IT プロフェッショナルはこれを使って、記録対象のフゖールドを自由に決定

できるログ記録ンフラストラクチャを構築したり、これらの機能を拡張およびカスタマズ

して各種のモジュールにカスタムなログ記録を作成したりすることができます。管理者はこの

新しい機能を活用して、ログ フゔルのロールオーバーに関するポリシーを実装したり、

HTTP 要求/応答ヘッダー、サーバー変数、クラゕントサドのフゖールドを任意に記録でき

ます。これらは IIS マネージャーを使って簡単に構成できます。 

 

 IIS 詳細ログ拡張機能により以下を実現できます。 

 

 メディア コンテンツのプログレッシブ ダウンロードに対するログを作成: IIS7 はログ 

ンフラストラクチャを備えると共に、サーバーサドのログ情報を提供します。

Silverlight クラゕントは、クラゕントサドのログを IIS 7 サーバーに提供します。 

 従来のコンテンツと Smooth Streaming コンテンツのログを作成: 詳細ログ拡張機能には

ワークフロー管理サービス (WMS) のログ機能やサードパーテゖ ツールとの互換性があ

ります。またこの拡張機能はカスタマズや拡張が可能です。たとえば、提供されるフ

ゖールドの一部だけを記録するようにカスタマズしたり、カスタムのログ記録フゖー

ルドを追加して拡張したりすることができます。 

 ログ記録が必須となる、一般的かつさまざまなシナリオに対応: 詳細ログ拡張機能には多

くのサードパーテゖ ツールやカスタムのレポート ツールとの互換性があります。つまり、

ログ データを分析する際に、既存のログ ツールやレポート ツールを変更する必要があり

ません。詳細ログ拡張機能のログ情報を使えば、コンテンツが各ユーザーに配信された

回数を調べたり、各ユーザーに適切な課金を実施するなどの作業も簡単に実行できます。

コンテンツを視聴した顧客や、顧客が実際にコンテンツを視聴した時間などの統計情報

も調べることができます。 
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IIS アプリケーション要求ルーティング 

 IIS ゕプリケーション要求ルーテゖング  (ARR) により、コンテンツをデゖスクにキャッシュでき

るようになります。また ARR は、キャッシュ制御デゖレクテゖブについて RFC 形式に準拠します。

コンテンツをドラブに格納できることは、地理的に分散した拠点を持つ企業やコンテンツ

配信ネットワークにとって、ユーザーや顧客にコンテンツを提供する際のネットワーク トラ

フゖックを削減できるというメリットがあります。 

 

 コンテンツは配信元サーバーから ARR サーバーに配信され、ある程度のトランザクションは

この境界ネットワーク部分で受信されるので、エッジ サーバーがコンテンツをキャッシュして

いれば、バックエンドの接続が受信しなければならないトランザクションの数は少なくなりま

す。 

 

 IIS ゕプリケーション要求ルーテゖング拡張機能により以下を実現できます。 

 

 ディスク キャッシュにより、帯域幅使用を最適化し、サーバーの処理能力を増大: 

ARR では、サーバーを通過するすべての HTTP トラフゖックをデゖスクにキャッシュ

できます。デゖスク キャッシュの機能と ARR を実行する IIS Web サーバー階層を使用

することで、コンテンツ配信ネットワークでは、配信元サーバーまで到達しなければ

ならないネットワーク トラフゖックを大幅に削減できます。CDN は、IIS ゕプリケーシ

ョン要求ルーテゖングと IIS Live Smooth Streaming を組み合わせ、最初からある HTTP 

ネットワーク ンフラストラクチャを使って真の HD 品質 (720p 以上) でラブ ビデ

オ ベントを配信することが可能になります。 

 キャッシュ管理によりパフォーマンスを最適化: ユーザー フレンドリなンターフェ

スが提供されるため、複数のドラブで構成されるキャッシュ構造に配置されたコンテ

ンツの参照や管理に、IIS マネージャーの包括的なグラフゖカル ビューを活用できます。

IIS マネージャーを使用し、事前キャッシュ、バト範囲の高度なサポート、効率的な圧

縮など、あらゆる ARR キャッシュ機能を管理できます。 

 

 

IIS Media Services 3.0 を展開する 

 IIS Media Services 3.0 は、Windows Server 2008 上の IIS 7.0 および Windows Server 2008 R2 上の IIS 

7.5 のモジュール型ゕーキテクチャを利用できるように設計されているので、それぞれのコンポ

ーネントを、ネットワーク内でそのコンポーネントを必要とするサーバーにンストール、構成

することができます。たとえば、メデゖゕ専用の Web サーバーに Smooth Streaming 拡張機能だ

けが必要な場合は、その拡張機能だけを対象サーバーにンストールします。これによって、サ

ーバーのセキュリテゖ対策が少なくて済むだけでなく、IIS Web サーバーが実行する役割につい

てのみ記憶域と CPU を消費できるようになります。 

 

 このプロセスの最初のステップは展開構造を設計することです。IIS Media Services の拡張
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機能は、スタンドゕロンのサーバーで、CDN に接続されたパブリッシュ ポントとして使

用することも、このホワト ペーパーのゕーキテクチャに関するセクションで説明するよ

うに、エッジ サーバーおよび配信元サーバーとして設定することも可能です。 

 

 設計する展開構造にかかわらず、メデゖゕを配信する各 IIS 配信元サーバーに IIS Media 

Services 3.0 をンストールする必要があります。ンストールには、Web PI (Web Platform 

Installer) または Windows ンストーラーのいずれかを使用します。Web PI のメリットは、以前

のバージョンの IIS Media Services が既にサーバーにンストールされている場合、Web PI が自

動で IIS Media Services をゕップグレードする点です。Windows ンストーラーのメリットとし

ては、適切な .msi フゔルをダウンロードした後に、スクリプトやバッチ フゔルを使用し

て .msi フゔルの配布とンストールを自動化できる点があります。IIS Media Services 3.0 の

ンストールに関する詳細情報は、「Smooth Streaming の Readme (英語)」を参照してください。 

 

 Media Services の拡張機能が正常にンストールされたことを確認するには、拡張機能をンス

トールしたサーバーで IIS マネージャーを開き、Web サト、ゕプリケーション、仮想デゖレク

トリのいずれかを選択し、Media Services セクションの欄に、それぞれの拡張機能の機能ページ

が表示されていることを確認します。 

 

 

IIS メディア サーバーを管理する 

Web ゕプリケーションとメデゖゕ ゕプリケーションを同じ IIS 7.0 サーバー ンフラストラク

チャで管理することの大きなメリットは、両方のゕプリケーションの管理に使い慣れた共通の

ツールを使えることです。IIS 上のメデゖゕ ゕプリケーションはこのような最も使い慣れている

ツールを使って管理できます。 

 

IIS マネージャー 

IIS マネージャーの使いやすいグラフゖカル ユーザー ンターフェスからは、Web サーバー、

Web サト、ゕプリケーション プール、ゕプリケーション、仮想デゖレクトリを簡単に管理、

監視できます。サーバー管理者は、サーバー上のサトとゕプリケーションをだれが IIS マネ

ージャーを使って管理できるかを制御できます。さらに、IIS 7.0 を構成することによって、サ

トやゕプリケーションの管理者が、サトやゕプリケーションが配置されているサーバーに

対して IIS マネージャーをリモートで使用することも可能です。 

 

http://www.iis.net/downloads/files/media/smoothstream_readme.htm
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コマンドライン ツールとスクリプト ツール 

 IIS 7.0 では appcmd コマンドラン ツールを使用してサーバーを管理し、各サト、ワーカー プ

ロセス、ゕプリケーションの、サーバーにおける実行状況について情報を入手できます。スクリプ

トを作成して、IIS 7.0 プラットフォームでよく実行する作業を自動化することも可能です。

WMI スクリプトを作成して、構成、管理、監視の各タスクを実行したり、IIS 7.0 Windows 

PowerShell プラグンを使用して、これらのタスクを自動化する PowerShell スクリプトを作成で

きます。 
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IIS メディア サーバーを監視する 

 前のセクションで説明したツールの他にも、IIS 7.0 のサーバー、サト、ゕプリケーショ

ンのパフォーマンスを監視するための機能とツールが豊富に提供されています。 

 

 IIS 7.0 の失敗した要求トレース機能。要求が失敗した場合に、トレース ステート

メントを Web ページに返すよう Web サーバーを構成できます。 

 IIS Media Services 3.0 詳細ログ拡張機能。各メデゖゕ ゕプリケーション固有の最新情報

にゕクセスできるようになります。クラゕントのログとサーバーのログが含まれます。 

 Microsoft System Center Operations Manager。サーバー、サト、ゕプリケーションのパ

フォーマンス指標が特定のしきい値に達したことを通知する警告を構成できます。 

 

 

サーバーのパフォーマンスとスケーラビリティ 

 IIS Media Services 3.0 の機能のメリットは、既存の Web ンフラストラクチャを使用して、メデ

ゖゕ再生時のパフォーマンス全体を向上できる点です。 

 

サーバー クラスターを展開する 

 メデゖゕ ゕプリケーション向けに Web ンフラストラクチャの規模を拡大する技術とし

て、サーバー クラスターの作成があります。クラスタリングは複数のサーバーのリソース

をローカルに維持することができ、既存の環境のまま各サーバーのパフォーマンスを向上



IIS Media Services 3.0 の概要   17  

させることができます。クラゕントは共通の URI から接続を要求し、その要求は、ハード

ウェゕまたはソフトウェゕのロード バランサーによって、最も適切に処理できる Web サー

バーに転送されます。 

 

 マクロソフトが Windows Server 2008 と Windows Server 2008 R2 で提供しているネットワー

ク負荷分散 (NLB) を活用すれば、既存の Web ンフラストラクチャ内で、負荷分散クラスター

を簡単にセットゕップできます。 

 

エッジ キャッシュ サーバーを展開する 

 エッジ キャッシュは、可能な限りエンド ユーザーに近い場所にコンテンツを保存するため

の技術です。ユーザーが Web サトのコンテンツを要求すると、IIS 7.0 はコンテンツをエッジ 

サーバーにキャッシュします。この後、同じコンテンツに対する要求があった場合は、キャッ

シュの期限が切れるまで、キャッシュ サーバーから直接コンテンツが提供されます。 

 

 この技術により、Web 上でメデゖゕ コンテンツを提供する際の大きな問題を解決することが

できます。これまで、メデゖゕ ストリームの適切なキャッシュを設定することは困難な作業で

あり、また短期的に負荷が大きくなるベントの需要を満たすキャッシュ サーバーの構築はコ

ストが非常に高くなっていました。 

 

 IIS Media Services 3.0 のゕプリケーション要求ルーテゖング (ARR) は、デゖスクベースのキャ

ッシュ機能を備えた、プロキシベース HTTP 要求ルーテゖング拡張機能です。ARR とSmooth 

Streaming を併用することによって、メデゖゕ フラグメントをエッジ サーバーでキャッシュし、再

利用することができます。これによって、専用サーバーを調達しなくても、メデゖゕ配信の規

模をおよそ 10 倍に拡大できるようになります。 

 

 

IIS Media Services アプリケーションを開発する 

 Microsoft Expression Encoder では、テンプレートを使って Silverlight Smooth Streaming の出力を

作成できます。Expression Encoder にないカスタムの Silverlight プレーヤーが必要な場合は独自に

作成する必要があります。独自のプレーヤーは、プロジェクトの Silverlight 出力を Silverlight 

Media Framework (SMF) を使ってカスタマズすることによって作成できます。 

 

Silverlight Media Framework でプレーヤーを開発する 

 Silverlight Media Framework 開発プラットフォームを使用すると、Smooth Streaming、DVR コン

トロール、クラゕント ログなど、IIS Media Services 3.0 が提供する各種の高度な機能を簡単に活

用できるようになります。 

 

 開発者は、フレームワークが提供するゕプリケーション プログラミング ンターフェ

ス (API) を使って、再生/一時停止、巻き戻し、早送り、チャプター送り/戻し、スロー モー

ション、音量調整、全画面表示/元の画面に戻すといった主要なプレーヤー要素を操作でき
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ます。その他、フレームワークが提供する以下の高度な機能を活用して、プレーヤーを独自

にカスタマズできます。 

 

 プレーヤーのブランデゖング。デザナーは、Microsoft Expression Blend を使用して

プレーヤーのスキンを変更し、Silverlight メデゖゕ プレーヤー要素の外観を変更できま

す。 

 タムランにマーカーを埋め込む。 

 Smooth Streaming または Live Smooth Streaming ブロードキャストにゕクセス中に、帯域幅

の使用状況に応じてプレーヤーの通信方法および応答方法を変更。 

 高品質なラブおよびオンデマンドのエクスペリエンスの提供。 

 組み込みのデータ フレームワークによる、プレーヤーと外部データ ソースの統合。 

 

 Microsoft Expression ツールと Visual Studio ツールの統合により、同じプロジェクトで作業す

るデザナーと開発者はこの 2 つのツールセットをシームレスに使用できます。 

 

 Silverlight Media Framework のゕーキテクチャを以下の図に示します。 

 

 
 

Silverlight Media Framework のゕーキテクチャ 
 

 
 

 Silverlight 3.0 メデゖゕ プレーヤーは既定で、ンターネット経由で視聴されるメデゖゕに 

Silverlight デジタル著作権管理 (DRM) によるコンテンツ保護を適用します。Silverlight DRM は、

Silverlight における使用に特化した、Microsoft® PlayReady クラゕントの特別バージョンです。

PlayReady を使用してコンテンツを保護するには、こうした DRM ソリューションをサポートす

る PlayReady サーバー環境を作成するか、ソリューションのサーバーサドのサポートを提供

するマクロソフト認証 PlayReady ゕプリケーション サービス プロバダー (ASP) を使用する
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ことができます。 

 
 
 

まとめ 

 IIS Media Services 3.0 のさまざまな拡張機能を使うことで、現在の Web サーバー ンフラス

トラクチャを使って高品質なメデゖゕ エクスペリエンスを HTTP 経由でユーザーに提供できる

ようになります。さらに、プログレッシブ ダウンロードに使用される帯域幅の量を制御して組

織全体のコストを削減したり、ンターネット経由で提供される既存コンテンツの収益化を実

現したりすることも可能です。 
 

 
 
 

詳細情報 
 

IIS 7.0 とメディア http://iis.net/media (英語) 

Microsoft Silverlight - メディア http://www.microsoft.com/japan/silverlight/aboutSilverlight.
aspx 

Microsoft Expression http://www.microsoft.com/japan/expression 

Silverlight デベロッパー センター http://msdn.microsoft.com/silverlight 

Microsoft Silverlight コミュニティ http://silverlight.net/community/ (英語) 

Windows Media Services 2008 http://www.microsoft.com/windows/windowsmedia/forpros/

serve/prodinfo2008.aspx (英語) 

 
 

http://iis.net/media
http://www.microsoft.com/japan/silverlight/aboutSilverlight.aspx
http://www.microsoft.com/japan/silverlight/aboutSilverlight.aspx
http://www.microsoft.com/japan/expression
http://msdn.microsoft.com/silverlight
http://silverlight.net/community/
http://www.microsoft.com/windows/windowsmedia/forpros/serve/prodinfo2008.aspx
http://www.microsoft.com/windows/windowsmedia/forpros/serve/prodinfo2008.aspx
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ソフトの見解を反映したものです。マクロソフトは変化する市場状況に対応する必要があ
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